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多和薬局：さぬき市多和助光東 



多和薬局：さぬき市多和助光東 



多和小学校 跡 助光保育所 跡 

多和診療所・多和薬局 



オープンな外観の
多和薬局 

薬局内待合カウンター 
レセコン・薬剤管理指導用
ＰＣ２台 



複数錠剤の１包化で 
飲み間違いを防止 

備蓄医薬品・ジェネリック
医薬品も徐々に増加 



多和薬局（さぬき市多和助光東） 

設立者：特定非営利法人へき地とあゆむ薬剤師 

薬剤師：３人 

事務員：１人 

開局日：毎週火曜日、木曜日 

開局時間：9時～14時 

備蓄医薬品数：開局日１０３品目 

その他：一般用医薬品、衛生材料販売 
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多和薬局 システム構成図（端末2台） 

 
（バックアップ用） 

ＵＳＢ接続 

ネットワーク接続 

★ソフト永年保証（法・薬価改正及びハードトラブルに対応） 

★バージョンアップ⇒自動配信 

１９２．１６８．１．２０１ 

１９２．１６８．１．２０３ 

HDJ-HSU500  

受付窓口 

EMP-5000 
●調剤録 A5 
●領収書 A5 
●明細書 A5 
●薬歴簿 A4 
●薬剤情報 Ａ４ 

ネットワーク接続 

LSW3-TX-8NS/WH 

ソフトウェア構成 
 ReceptyNEXT Type２ ２台構成 
 （電子薬歴機能有り・レセプト電算・オンライン請求・在庫管理標準搭
載） 
 ※二次元読み取オプション 

本体：51Lg-1/EXPP 
液晶画面：S1701-XSTGY 
無停電装置：BY35S 

セキュアルータ 

オンライン請求・リモートサポート 通報サービス 

EMP-5000 
●薬袋２種類 

二次元スキャナ 

電子薬歴用端末 

本体：ECO-EMC160/XCL 
液晶画面：EMD LD1757FS  
無停電装置：BY35S 







薬事日報 
平成24年4月3日 

ｍ３.com 
医療維新・ニュース 
平成24年4月８日 



多和薬局業務集計 

年月 開局日数 
処方せん 
枚数 

1日処方 
せん枚数 

疑義照会 
件数 

ジェネリック

使用状況 

平成24年 
11月22日～ 

３日間 11枚 ２枚～６枚 6件 8.8％ 

平成24年 
12月 

８日間 88枚 ４枚～23枚 18件 11.2％ 

平成25年 
１月 

８日間 90枚 ２枚～25枚 14件 15.7％ 

平成25年 
２月 

８日間 96枚 ２枚～23枚 18件 14.9％ 

平成25年 
３月 

8日間 ９2枚 ２枚～22枚 5回 16.0％ 

平成25年 
4月1６日まで ５日間 ６6枚 1枚～24枚 5回 15.0％ 



患者への薬剤師の関わり 
医師の処方範囲の拡大 

 採用薬103品目→1４0品目（診療所：66～88品目） 

疑義照会： 

 薬剤の追加  

 投与量の変更  

 NSAIDSの重複 一方の中止 

 剤型の変更 飲みやすさ 

 使用部位の確認 パップ剤、テープ剤、点眼剤等 

患者相談事項： 

 内服薬飲み方の確認 

 糖尿病患者 食事の摂り方 パンフレットを取り寄せ説明 

 リウマチ薬の相談 

 使っている市販薬の相談 

使用している薬について相談をされていく方が増えている。 

滅菌ガーゼ、マスク、カイロ、入れ歯洗浄剤など販売 
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 かがわ医療福祉総合特区（地域活性化総合特区）においては、平成23・24年度に香川県において実
施している総務省「健康情報活用基盤構築事業」にて構築した情報連携活用基盤を用いた処方情報の
電子化及び医療機関・薬局間の連携を、条件不利地域とされる島しょ部・へき地において導入するこ
とでもたらされる効果を検証し、島しょ部・へき地が抱える問題を解決するための情報連携のあり方
について、検討を行う。 

 かがわ医療福祉総合特区「くすり・医薬連携」
事業 

処方情報の電子化事業 
【データセン

ター】 

服薬管理サービス 
（ＰＨＲ） 

【へき地診療】 

 
 

【へき地薬局】 

 
 

【へき地対応薬局】 

【へき地患者】 

地域ＩＣＴ利活用モデル構築
事業 

TV会議システム 
（ドクターコム） 
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処方箋ＡＳＰ 

PC PC 

【参考】かがわ医療福祉総合特区について 

処方情報の電子化・医薬連携実証事業 事業概要 平成24年10月より引用 



多和薬局の今後の展開 
• 処方情報電子化による医薬連携の継続・実践 

• より適切な服薬指導で安全な薬物療法の確保 

• 「おくすりの使い方」等地域住民の方々への教室 

 開講 

• 在宅患者への訪問（くすり管理・衛生管理） 

• 週2日以上の開局（処方せん受付、お薬相談）で 

 より身近な薬局・薬剤師へ 

• 香川薬学部薬学生のへき地薬局体験実習への協力 

• 地域交流活動への参加・協力 

• 「NPO法人へき地とあゆむ薬剤師」会員（個人・団

体）賛助会員（個人・団体）の募集及び寄付金の募集 

 




